
の開発
・柔軟な加速器制御パネルの構築
ビームコミッショニングの考え方

①できる限り早く利用実験を可能とするビーム調
整　

・1ターンでの周回軌道の診断と入射軌道の最適
化

・チューン、rfの中心周波数、運動量分散関数等
の基本パラメーターの測定とそれらパラメータ
ーの固定

・安定なＣＯＤ測定とその固定
放射光によるアブソーバ等真空機器の焼き
だしによる真空度の改善
放射線線量の低減

・機器の長期運転に対する健全性と安定度の調査
と改善

・小数バンチ運転に対する試験と改善
②ビーム電流100mAへの変更時期の推定
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ハイライト

加速器部門の熊谷部門長による「SPring-8蓄積リ
ングのビーム性能の現状と将来」の記事を引き継ぎ、
ビームラインでの100mA運転の問題と今後の運転を
簡単に説明する。

蓄積リング100mA運転にともない、ビームライン
/実験ステーションが現在の20mAから100mAに移行
して運転されると思われる方が多いであろう。しか
しながら、そのためにはビームラインに係わるいく
つかの問題を検討し、解決しておかなければならな
い。現在、
・100mA放射光の主に基幹チャネルでの熱負荷
・100mA放射光使用時の光学ハッチおよび実験ハッ

チの放射線遮蔽
について検討が行われている。放射線遮蔽の問題に
ついては、6月からビームライン毎にハッチ漏洩検
査がおこなわれ、6月下旬までにはBL01B1、
BL10XU、BL24XU、BL25SU、BL39XU、BL41XU
とBL45XUに対し、自主検査合格が出されている。

他のビームラインについても、順次漏洩検査を通し
て合格証が与えられるであろう。

基幹チャネルの許容蓄積電流評価の結果、偏向電
磁石光源ビームラインについては現状の冷却水量で
十分であるが、挿入光源ビームラインでは4本以外
は電流を制限する必要がある。今後、ビームライン
の増設にともなう冷却水の増強は必須である。この
工事は最終的には来年夏期の長期シャットダウンで
おこなわれることとなっている。

このような状況から、9月30日からの第10サイク
ルからは、蓄積電流60～70mAで共用をおこなう方
向で検討を行っている。なお、21－バンチなど

“Several-bunch Mode”運転では、電流の増加にとも
なうビーム寿命の問題が大きい。利用研究における

“使い勝手”も頭に置いて、第10サイクル以降の運
転モードの検討が始められている。

蓄積電流100mAとビームライン運転について

財団法人高輝度光科学研究センター
放 射 光 研 究 所 利 用 促 進 部 門 長

植木　龍夫


